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松
本
地
域
の
七
夕

祭
り
は
、
月
遅
れ
の

8
月
7
日
に
行
わ
れ

て
い
る
。

　
6
日
の
朝
、
七
夕

飾
り
に
、
願
い
事
を

書
い
た
短
冊
を
結
び

つ
け
る
。
そ
の
と
き
、

里
芋
の
葉
に
た
ま
っ

た
露
で
墨
を
す
っ
て

書
く
と
、
字
が
上
手

に
な
る
と
い
わ
れ
た
。

　
安
曇
地
区
の
大
野

田
・
島
々
・
橋
場
で

は
青
竹
を
使
い
、
大

野
川
で
は
戦
前
ま
で

七
夕
飾
り
を
し
な

か
っ
た
と
い
う
。
稲

核
で
は
昔
か
ら
モ
ミ

ジ
や
カ
エ
デ
を
使
っ

て
い
た
。
笹
や
竹
が

少
な
い
か
ら
な
の

か
、
ほ
か
に
理
由
が

あ
る
の
か
は
不
明
で

あ
る
。

　
稲
核
に
し
か
な
い

七
夕
飾
り
、
願
い
事

が
叶
え
ら
れ
る
と
と

も
に
、
こ
の
年
中
行

事
が
伝
承
さ
れ
る
こ

と
を
願
い
な
が
ら
…
。

全
国
的
に
も
珍
し
い

こ
こ
だ
け
の
風
習

シリーズ　受け継ぎ伝える松本のたから 50

モミジの葉っぱが星にみえる !!
い ね こ き

稲 核 の 七 夕 飾 り



　

こ
の
郷
土
史
誌
は
、
島
内
に
住

む
郷
土
史
家
の
大
久
保
知
巳
氏
が

昭
和
52
年
か
ら
平
成
12
年
の
間
、

計
1
3
3
回
に
わ
た
り
連
載
し
た

記
事
を
再
編
集
し
た
も
の
で
す
。

　

旧
石
器
時
代
か
ら
江
戸
時
代
初

期
ま
で
の
島
内
の
歴
史
と
文
化
。

島
内
か
ら
眺
め
た
松
本
平
の
歴
史

的
変
遷
が
、
こ
の
一
冊
に
凝
縮
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

大
久
保
氏
の
コ
ラ
ム
は
史
料
と

し
て
の
価
値
も
高
く
、
一
冊
に
ま

と
め
る
話
が
地
区
内
で
わ
き
上
が

り
ま
す
。
当
初
は
簡
易
的
な
冊
子

を
想
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
検
討

が
進
む
中
で
「
ど
う
せ
な
ら
立
派

な
も
の
を
」と
、目
標
を
上
方
修
正
。

平
成
29
年
に
は
、
町
会
連
合
会
・

町
内
公
民
館
長
会
・
島
内
史
談
会

に
よ
る
島
内
地
区
歴
史
文
化
財
調

査
委
員
会
が
編
さ
ん
を
開
始
し
、

事
務
局
は
公
民
館
が
担
い
ま
し
た
。

　

紆
余
曲
折
を
経
て
、
何
と
か
市

島
内
公
民
館
報
で
連
載
さ
れ
た
コ
ラ
ム「
島
内
の
歴
史
と
文
化
財
」こ
の
記
事
を
基
に
加
筆
修
正
し
、一
冊
に

ま
と
め
ま
し
た
。島
内
地
区
で
は
初
の
郷
土
史
誌
と
な
り
ま
す
。

「
島
内
の
歴
史
と
文
化
遺
産
」刊
行
！

島内歴史文化財調査委員会長の宮田芳彦氏
（島内地区町会連合会長）

　

郷
土
史
誌
製
作
の
話
が
出
て
か

ら
5
年
余
り
。
ご
尽
力
さ
れ
た
大

久
保
氏
は
、
令
和
元
年
7
月
に
93

歳
で
永
眠
さ
れ
ま
し
た
。
全
て
の

校
正
を
済
ま
せ
た
後
の
こ
と
で
す
。

　

地
域
で
連
綿
と
受
け
継
が
れ
て

き
た
伝
承
や
文
化
財
な
ど
を
後
世

へ
引
き
継
ぐ
た
め
、
こ
の
本
が
一

助
と
な
れ
ば
と
、
大
久
保
氏
も

願
っ
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

と
こ
ろ
で
私
た
ち
は
、
自
分
の

住
ん
で
い
る
地
区
の
歴
史
や
文
化

財
に
つ
い
て
、
ど
れ
く
ら
い
理
解

し
て
い
る
で
し
ょ
う
？
そ
れ
ら
を

意
識
す
る
に
は
、
何
か
し
ら
キ
ッ

カ
ケ
が
必
要
と
な
り
そ
う
で
す
。

　

こ
の
郷
土
史
誌
は
、
補
助
金
で

1
0
0
0
冊
製
作
さ
れ
ま
し
た
。

島
内
の
各
町
内
公
民
館
で
保
管
や

貸
出
し
を
行
い
、
島
内
小
学
校
や

松
島
中
学
校
、
研
究
者
に
寄
贈
し

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
は
、
3
0
0
冊
を
増
刷
。

一
般
に
も
販
売
中
で
す
。

■　

■　

■

B
5
版
で
全
2
3
6
ペ
ー
ジ

お
問
合
せ
は
島
内
公
民
館
ま
で

☎
0
2
6
3

－

4
7

－

0
2
6
4

なわて通りのカエルたちも、行き交う人びともマスク。
３密回避のために変わってしまった日常。以前と同じ
生活が戻るとは思えないけれど、一日も早くキレイな
空気を吸いたい。笑いながら食事もしたい。カエル
大明神に一礼！

〈新しい生活様式で暮らす〉

漢
字
や
文
体
な
ど
も
、
現
在
と
は

違
い
ま
す
。
新
た
に
見
つ
か
っ
た

図
版
な
ど
も
掲
載
し
、
完
成
ま
で

に
は
3
年
の
月
日
を
要
し
ま
し
た
。

　

島
内
は
非
常
に
広
い
面
積
を
有

し
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
離
れ
た
町

会
同
士
で
は
、
ど
う
し
て
も
交
流

が
薄
く
な
り
が
ち
で
す
。
し
か
し
、

今
回
の
製
作
を
通
し
思
わ
ぬ
つ
な

が
り
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

　

例
え
ば
平
瀬
城
跡
で
す
。
犀
川

を
挟
ん
で
東
側
に
あ
り
、
島
内
で

も
有
数
の
文
化
遺
産
で
す
。
と
こ

ろ
が
地
区
の
端
に
位
置
す
る
た
め

か
、
普
段
か
ら
整
備
に
訪
れ
て
い

た
の
は
、
平
瀬
城
跡
一
口
城
主
会

な
ど
の
10
数
人
ほ
ど
。
そ
れ
が
編

さ
ん
な
ど
一
連
の
作
業
に
よ
り
、

地
区
の
人
び
と
に
も
重
要
性
が
浸

透
し
始
め
ま
す
。
そ
れ
ら
が
地
域

を
見
直
す
契
機
と
な
っ
た
の
で

す
。

　

現
在
で
は
平
瀬
古
城
会
と
し
て

整
備
を
行
う
ま
で
に
発
展
し
、
30

人
ほ
ど
が
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

（撮影：2020.6.16 縄手）

の
補
助
金
を

確
保
す
る
事

が
で
き
ま
し

た
。
と
は
い

え
、
1
3
3

回
に
わ
た
る

記
事
を
ま
と

め
る
作
業
で

す
。
お
ま
け

に
掲
載
開
始

か
ら
40
年
以

上
が
経
過
し

て
お
り
、
使

わ
れ
て
い
る

島
内
地
区
歴
史
文
化
財

調
査
委
員
会
に
よ
る
編
さ
ん

編
さ
ん
を
通
し
て

得
ら
れ
た
も
の

未
来
に
向
け
て

難
航
す
る
編
さ
ん
作
業

松本さんぽ
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３
月
ま
で
は
い
つ
も
と
変
わ
ら

な
か
っ
た
風
景
が
、
４
月
14
日
に

長
野
・
松
本
圏
域
に
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
警
戒
宣
言
」
が
発
令

さ
れ
る
と
、
あ
っ
と
い
う
間
に
今

ま
で
見
た
こ
と
も
な
い
よ
う
な
姿

に
な
っ
た
こ
と
は
、
皆
さ
ん
も
感

じ
た
と
思
い
ま
す
。

　

三
密
防
止
が
求
め
ら
れ
て
、
各

種
イ
ベ
ン
ト
や
会
合
の
多
く
が
中

止
に
な
り
、
出
歩
く
こ
と
も
躊
躇

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
市
内

の
ど
こ
の
街
角
で
も
人
の
流
れ
の

減
少
が
あ
り
ま
し
た
が
、
多
く
の

観
光
地
で
は
来
訪
者
、
受
け
入
れ

側
双
方
の
不
安
感
が
作
用
し
て
極

端
に
人
の
動
き
が
止
ま
り
ま
し

た
。
住
人
が
少
な
い
地
区
ほ
ど
影

響
が
大
き
く
な
り
、
よ
り
一
層
閑

散
と
し
た
風
景
が
出
現
し
ま
し

た
。

　

風
景
だ
け
で
な
く
、
人
の
心
に

も
変
化
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
一

時
は
様
々
な
情
報
に
振
り
回
さ
れ

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
次
第

に
落
ち
着
い
て
き
ま
し
た
。
人
び

と
に
は
、
密
閉
・
密
集
・
密
接
の

回
避
が
求
め
ら
れ
、
手
洗
い
・
マ

ス
ク
が
日
常
と
な
り
ま
し
た
。

ご
近
所
さ
ん
や
友
だ
ち
と
会
っ
て

話
を
す
る
こ
と
が
ど
れ
だ
け
心
を

和
ら
げ
て
い
た
か
、
知
ら
さ
れ
ま

し
た
。

　

現
在
も
緊
張

し
た
日
々
を
過

ご
し
な
が
ら
、

生
活
を
元
に
戻

そ
う
と
し
て
い

ま
す
。
５
月
25

日
に
は
全
国
的

に
緊
急
事
態
宣

言
が
解
除
さ
れ

ま
し
た
。
半
年

ま
つ
も
と
今
昔
49

自
粛
が
き
っ
か
け

気
持
ち
の
変
化
も

蜂
を
飼
い
始
め
た
。

５
月
５
日
の
午
後
５

時
頃
用
意
し
た
巣
箱

に
引
っ
越
し
が
完
了

し
た
▼
昨
春
、
初
め

て
日
本
蜜
蜂
の
一
群

を
譲
っ
て
い
た
だ
き
、

自
家
製
蜂
蜜
で
ハ
チ
ミ
ツ
ト
ー
ス

ト
の
夢
を
見
て
い
た
と
こ
ろ
、
10

月
頃
集
団
脱
走
さ
れ
て
し
ま
い
今

年
で
２
年
目
▼
入
居
以
来
蜜
蜂
達

を
ハ
ッ
チ
ャ
ン
ズ
と
名
付
け
て

朝
・
昼
・
晩
と
蜜
蜂
を
眺
め
る
の

が
日
課
と
な
っ
た
。
ハ
ッ
チ
ャ
ン

ズ
は
日
の
出
に
は
巣
か
ら
飛
び
出

し
て
行
き
、
日
が
昇
る
頃
に
は
巣

の
出
入
口
は
黄
色
い
花
粉
を
付
け

た
帰
還
組
と
、
こ
れ
か
ら
出
て
行

く
出
勤
組
が
交
互
に
行
き
交
い
大

混
雑
と
な
る
▼
暑
く
な
る
日
中
に

は
入
り
口
に
一
列
に
な
っ
て
巣
の

内
部
に
風
を
送
る
姿
は
誠
に
い
じ

ら
し
い
。
勤
勉
さ
を
言
い
表
す
蜜

蜂
を
日
が
な
一
日
眺
め
て
い
る
爺

を
世
の
人
や
神
様
は
ど
う
見
て
い

る
の
か
▼
さ
て
蜂
の
世
界
も
な
か

な
か
大
変
で
、
今
年
は
毛
虫
が
大

発
生
し
松
や
果
樹
の
消
毒
が
行
わ

れ
た
り
、
蜂
の
伝
染
病
に
よ
る
子

捨
て
、
ス
ム
シ
（
蛾
の
幼
虫
）
や

オ
オ
ス
ズ
メ
バ
チ
と
の
死
闘
な

ど
。
来
春
の
自
家
製
ハ
チ
ミ
ツ

ト
ー
ス
ト
へ
の
道
程
は
、
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
と
同
じ
く
ら
い

関
門
の
連
続
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
ま
で
は
長
い
期
間
の
経
過
に
よ
る
町
の
情
景
の
変
化
を
テ
ー
マ

に
し
て
き
ま
し
た
が
、今
回
は
コ
ロ
ナ
禍
の
ま
つ
も
と
の
今
を
追
っ

て
、生
活
の
変
化
に
焦
点
を
合
わ
せ
ま
し
た
。

●
公
民
館
長

第
一
地
区
公
民
館

第
三
地
区
公
民
館

松
南
地
区
公
民
館

島
内
公
民
館

和
田
公
民
館

新
村
公
民
館

里
山
辺
公
民
館

●
公
民
館
主
事

中
央
公
民
館

中
央
公
民
館

中
央
公
民
館

中
央
公
民
館

第
二
地
区
公
民
館

第
三
地
区
公
民
館

城
北
公
民
館

安
原
地
区
公
民
館

城
東
公
民
館

田
川
公
民
館

鎌
田
地
区
公
民
館

松
南
地
区
公
民
館

島
立
公
民
館

水
野
　
範
明

赤
沼
　
礼
一

白
澤
　
幸
男

上
條
　
光
司

萩
原
　
正
人

新
村
　
芳
男

小
幡
　
泰
俊

中
村
　
安
広

斉
藤
　
浩
伸

平
林
　
紀
子

森
田
　
耀
子

窪
田
　
　
陸

樋
口
美
智
子

西
澤
　
瑞
恵

板
花
　
良
太

朝
倉
　
光
貴

大
月
　
悠
太

川
西
　
久
美

伊
藤
　
貴
浩

浅
井
　
勇
太

寿
台
公
民
館

岡
田
公
民
館

四
賀
公
民
館

樫
詰
　
琴
音

丸
山
　
　
萌

小
宮
山
秀
樹

山
内
　
敦
子

井
上
真
由
巳

上
條
　
恒
嗣

小
澤
佐
智
浩

尾
日
向
智
子

澤
柳
　
秀
子

大
和
　
　
靖

浅
田
　
達
夫

中
澤
　
　
茂

神
戸
　
啓
次

大
野
田
彰
孝

南
雲
多
榮
子

村
口
　
淳
子

川
上
　
　
弘

石
𣘺
　
　
広

上
條
貴
志
子

山
口
　
　
茂

赤
羽
れ
い
子

第
一

第
二

第
三

東
部

城
北

中
央

安
原

城
東

白
板

田
川

庄
内

鎌
田

松
南

島
内

中
山

島
立

新
村

和
田

神
林

笹
賀

芳
川

寿
寿
台

松
原

岡
田

入
山
辺

里
山
辺

今
井

内
田

本
郷

四
賀

安
曇

奈
川

梓
川

波
田

田
辺
　
　
肇

窪
田
　
　
守

村
田
　
正
幸

上
平
　
貴
明

江
藤
　
弘
子

曽
根
原
　
豊

小
林
　
　
修

丸
山
　
英
明

横
山
　
俊
作

中
村
　
　
朗

吉
江
　
史
彦

久
保
み
ち
子

松
村
　
京
子

赤
穂
　
武
美

真
関
　
　
健

森
　
　
鉄
雄

古
田
　
豊
樹

令
和
２
年
度 

館
報
全
市
版
編
集
委
員

令
和
２
年
度 

館
報
全
市
版
編
集
委
員

令
和
２
年
度 

館
報
全
市
版
編
集
委
員

新
任
公
民
館
職
員

新
任
公
民
館
職
員

新
任
公
民
館
職
員

2020.4.15

2020.4.27

2020.2.7

2020.4.15

前
の
生
活
に
戻
る
の
は
無
理
で

も
、
せ
め
て
マ
ス
ク
を
外
し
て
人

と
自
由
に
会
話
が
出
来
る
状
態
に

戻
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

・   

・
・
・
・
・

ち
ゅ
う
ち
ょ
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城
東
地
区
は
松
本
城
の
北
東
に

位
置
し
、
昭
和
34
年
５
月
に
安
原

地
区
か
ら
分
離
独
立
し
て
発
足
し

ま
し
た
。
5
月
１
日
現
在
、
１
９

０
５
世
帯
で
人
口
は
３
６
２
５

人
。
女
鳥
羽
川
を
境
に
、
西
側
は

曙
町
、
岡
の
宮
、
岡
の
宮
西
、
岡

の
宮
文
園
町
、
女
鳥
羽
町
、
北
上

横
田
町
、
和
泉
町
１
、
２
丁
目
の

８
町
会
、東
側
は
元
町
上
、北
、中
、

南
の
４
町
会
、
合
計
12
町
会
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
主
要
道
路
は

西
側
に
は
国
道
１
４
３
号
線
（
旧

善
光
寺
街
道
）
が
、
東
側
に
は
や

ま
び
こ
道
路
（
国
体
道
路
）
が
そ

れ
ぞ
れ
通
っ
て
い
ま
す
。
西
側
と

東
側
で
町
の
様
子
も
歴
史
も
大
き

く
異
な
り
ま
す
。

　
西
側
の
善
光
寺
街
道
沿
い
は
町

人
町
、
職
人
町
と
し
て
賑
わ
っ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
松
本
城
の
鬼
門
（
北

東
）
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
か
ら
鬼

門
鎮
護
と
し
て
、
岡
宮
神
社
、
大
安

楽
寺
、
寶
榮
寺
な
ど
の
神
社
仏
閣

が
数
多
く
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
ケ

ヤ
キ
の
巨
木
が
見
事
な
岡
宮
神
社

の
本
殿
は
、
市
内
で
は
数
少
な
い

江
戸
時
代
初
期
の
建
物
で
す
。
塔

が
色
彩
鮮
や
か
な
大
安
楽
寺
に
は
、

新
春
厄
除
祈
祷
の
際
に
大
わ
ら
じ

が
奉
納
さ
れ
ま
す
。

　

古
い
街
並
み
も
近
年
は
少
子
高

齢
化
、
人
口
減
少
が
著
し
く
、
空

き
家
や
空
き
地
の
目
立
つ
町
会
も

あ
り
ま
す
。

　

東
側
に
は
、
大
正
13
年
か
ら
昭

和
39
年
ま
で
松
本
電
鉄
の
路
面
電

車（
通
称
チ
ン
チ
ン
電
車
）が
走
っ

て
い
ま
し
た
。
駅
前
通
り
と
は
異

な
り
、
専
用
軌
道
が
あ
り
、
廃
線

直
後
は
バ
ス
専
用
道
路
に
転
用
さ

れ
ま
し
た
が
、
昭
和
53
年
の
や
ま

18

地
区
の
概
要

路
面
電
車
は
や
ま
び
こ
道
路
に

び
こ
国
体
開
催
に
伴
い
、
連
絡
用

道
路
と
し
て
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

道
路
沿
い
に
は
ス
ー
パ
ー
や
ホ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
、
飲
食
店
な
ど
が
で

き
、
周
辺
の
桑
畑
や
田
ん
ぼ
は
宅

地
に
変
わ
り
、
現
在
で
は
東
側
の

人
口
が
西
側
を
超
え
て
い
ま
す
。

　

女
鳥
羽
川
で
地
区
が
二
分
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
道
路
橋
の
ほ
か
に
、

あ
さ
ひ
橋
（
昭
和
63
年
竣
工
）、
南

浅
間
橋
（
平
成
元
年
）、元
女
橋
（
平

成
７
年
）
の
３
つ
の
人
道
橋
が
整

備
さ
れ
、
人
の
行
き
来
が
容
易
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
河
川
敷
は
き

れ
い
に
整
備
さ
れ
、
憩
い
の
場
所

と
な
っ
て
い
ま
す
。
１
月
に
は
三

九
郎
が
い
く
つ
も
作
ら
れ
子
ど
も

の
声
が
響
き
ま
す
。
初
夏
は
つ
つ

じ
の
花
が
両
岸
を
紅
く
染
め
ま

す
。
地
区
活
動
を
進
め
る
中
で
、

西
側
と
東
側
の
結
び
つ
き
は
ま
す

ま
す
強
く
な
っ
て
い
く
こ
と
で

し
ょ
う
。

時
を
超
え
て
流
れ
る
三
つ
の
通
り 

城
東
地
区

お
城
の
鬼
門
と
女
鳥
羽
川
と
路
面
電
車

女
鳥
羽
川
に
架
け
橋

鬼
門
鎮
護
の
歴
史
の
香
り

浅間線の電車と軌道
（写真提供：旧開智学校）

整備された河川敷
住民の憩いの場

ほ
う
え
い 

じ

スズメと同じくらいの大きさの夏鳥。「ヒンカラカ
ラカラ…」と力強く囀り、この鳴き声が馬のいなな
きに似ていることから駒鳥（コマドリ）の名に。日本
三銘鳥の一つ。（他はウグイス、オオルリ）谷沿いの
暗い林の下部を好む。夏の上高地では、ミソサザ
イと共に大きな鳴き声が響き、人気の高い野鳥。

松本平の野鳥たち

（撮影：2020.5.1 安曇野市一ノ澤）

　
今
井
地
区
下
今
井
の
今
井
諏
訪
神
社
に
「
今

井
四
郎
兼
平
形
見
石
」
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
近
く
の
林
を
開
墾
し
て
い
た
時
に
出
土

し
た
そ
う
で
す
。

　
兼
平
は
平
家
物
語
で
有
名
で
す
が
、
今
井
の

開
発
を
進
め
、
市
が
立
つ
街
へ
と
発
展
さ
せ
た
、

郷
土
の
英
雄
で
す
。

これなぁに？

形見石さえず

い
ち
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